
  (活動概要）NPO みなとしほがま 

 

NPO みなとしほがまについて 

１ 経緯等 
 １）経緯  

塩竈の歴史・文化を継承・発展させるために「塩竈学」構築の動き 
 

地元学に取り組んできた参加者を中心に、港とまちの振興の動き 
 

「NPO みなと しほがま」結成 
 ２）設立  

みなとから塩竈を元気に。塩竈学の参加者や、塩竈の歴史に興味のある市民、市外の人々が集まり、海、 

港に育まれてきたまち塩竈の歴史、文化を発掘し、広く市民等への普及を図り、郷土への愛着心を育み、港 

、海を生かして活気あるまちづくりを進めるために設立しました。 

○ 平成 15 年 12 月発足 平成 16 年 3 月 15 日 法人化   

○ 初代理事長  三升 正直 

  現理事長職務代理者 副理事長 菅原周二 

○ 会員総数 当初１５名で発足、現会員 正会員５７名、賛助会員２名（H２３年１０月 1 日現在） 

３）部会 

  各部会のリーダーがテーマごとに部会を立ち上げて、会員に呼びかけて自主的に活動を展開。 

○ 古文書部会（まち歩き班）・みなとかるた部会・歴史的建造物保存活用部会（勝画楼、法蓮寺向拝、 

亀井邸、岩蔵の各プロジェクト）・津太夫左平顕彰部会   以上４部会 

２ 活動概要 

○平成 1６年 7 月 設立記念シンポジウム「しほがまみなと昔ばなし」を開催 

塩釜港の近代的港湾整備がはじまった昭和初期の工事状況、及び終戦直後のみなとに関わる人々の活動等など、

塩釜港に関わる変遷を、当時の貴重な写真をモチーフにパネラーと参加者が、「昔」そして｢未来｣の塩釜港につい

て語り合いました。また、写真集「写真しほがまみなと昔話しー写真で見る塩釜港の歴史—」を発行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成 1７年 2 月 「奥塩地名集を歩く」と題した、会員を中心にした市内のまち歩き会を開催 

   

   

   

           

 

 

 

○平成 17 年 6 月 シンポジウム「塩竈の伝統建築物と町並みを考える」を開催 

塩竈教育委員会生涯学習課で共同で実施した亀井邸の建物調査を中心に、塩竈の歴史的建造物の調査報告会を

エスプホールで開催しました。参加者 約 150 名 

 

 

 

 

 

シンポジウム「しほがまみなと 

昔ばなし」を開催、 

マリンゲート塩釜にて  

参加者 約100名 

  

「奥塩地名集」を読み解く

古文書部会のメンバー 

小雪の舞い散る中、まち 

歩きを行う会員 

報告会の様子 塩竈神社裏坂に建つ 

亀井邸 

写真集「しおがまみなと昔

話し－写真で見る塩釜港

の歴史―」を制作 
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○平成１７年１０月  市民を対象にした「奥塩地名集を歩く」を開催  

 塩竈神社や西町、本町、南町周辺に埋もれている、史跡、名石、歴史的な建物 

等の紹介を行うボランテイアィガイドを実施しました。一般参加者 47 名 

 

 

 

  

 

○平成 17 年 10 月  「京都に残る塩竈を求めて」を開催 

   光源氏のモデルといわれる源融公が、千賀ノ浦(塩釜湾)の眺望をこよなく愛し、京都六条の辺りに塩竈を模し

た「河原の院」という大庭園を築いたと言ういわれについて、総勢 15 名で京都に残る塩竈を尋ねる旅を開催し

ました。特に「塩竈山
えんそうざん

上徳寺塩竈義弘氏」の講話や渉成園
しょうせいえん

に残る「塩竈の井
いど

」などに感動しました。 

    

 

 
 
 
 
 
 
  
○平成１７年７月から 3 月 パネル展「しほがまみなと昔話し －鎌倉から明治・大正—」開催 

   「みなとしほがま」の魅力を再発見していこ 

うと、国内で最も美しい景勝地として都人の憧 

れの地として描かれた「塩竈」の鎌倉から江戸 

時代までの古絵図や明治・大正にかけての町並 

み写真を題材にしたパネル展を開催及び図録を 

制作しました。（日本財団助成） 

    
 
 
○平成 18 年 5 月から 6 月 法蓮寺向拝（玄関）解体・搬出・一時保管を実施 

  多賀城市南宮慈雲寺に現存する塩竈神社別当法蓮寺の向拝が、本堂の新築に伴い解体消滅の危機にひんしてい

ました。NPO では歴史的建造物保存活用部会を立ち上げて、慈雲寺住職と協議を重ねた結果、檀家の皆さんの

理解も得られ、譲渡、解体及び一時保管を塩釜どうしたいかいのメンバーと共に２回に分けて実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

河原の院の遺構と伝わる「渉成園」にて 「塩竈山上徳寺」の御住職との懇談 源氏物語ミュージアム内（宇治市） 
にある「六条の院」の模型 

マリンゲート塩釜1Fポートギャラリーで開催 

七曲坂下四方跡公園にて 三井家跡（赤坂）にて 

05.10.4河北新報朝刊掲載

図録「しほがまみなと昔話し 

－鎌倉から明治・大正―」を作成

 

解体中の法蓮寺向拝(玄関) 材料を搬出するメンバー 第２回目の搬出作業に参加した皆さん 
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○平成 18 年 6 月・１１月  「おいしおがま～食べ歩き～」に参加 

歴史的遺産（しるべの石、勝画楼、御釜神社）を生かしたボランティアガイドや無料休息所を開設しました。

七曲坂下にある「しるべの石」では、１１０名の方に、石碑に刻まれた文字からわかる、江戸中期の塩竈の姿

をお伝えしました。また、１１月には御釜神社で１２０名の方に塩作りを伝えた神々の足跡をお伝えしました。 

 
 
 
 
 
 
 

  

 
○平成１８年７月３０日～１１月２３日 「勝画楼草刈会＆竹垣つくりたい会＆建物調査簡易耐震診断・修繕工事

＆跡案内板の設置」を実施 
志波彦神社・塩竈神社の支援のもと、塩竈どうしたいかいと共同で勝画楼周辺の草刈や竹垣の設置。宮城県

建築士会まつしま支部や企業の協力を頂き、勝画楼の懸け造りの補強や建具の修繕工事を実施しました。また、

勝画楼や幻の灯台跡について案内板の設置しました。延約１３０名の会員や市民の方々のご協力を頂き、勝画

楼の環境整備を行いました。（公益信託 大成自然･歴史環境基金助成） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「しるべの石」のガイド（七曲坂下） 勝画楼での塩竈の歴史案内 御釜神社のご案内 

勝画楼周辺の草刈隊の実施状況１ 勝画楼周辺の草刈隊の実施状況２ 竹垣設置したいの開催状況 

修繕工事前 修繕工事状況 修繕工事完了 

 
案内板設置工事状況 「勝画楼」案内板設置 「幻の灯台」案内板設置 
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○平成１８年１１月１２日 「日本人で初めて世界一周をした日本人、津太夫･佐平帰郷二百年記念祭」を開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○平成１８年７月から 19 年２月 「海商の館『亀井邸』再生プロジェクト」を実施 

   国の都市再生モデル調査にも採択され、塩釜港の繁栄を象徴する総合商社「カメイ」旧社長邸宅の保存活用を

中心にした、海商の館「亀井邸」再生プロジェクトを実施しました。邸内の見学会やお掃除会、活用方法を探る

車座会議、会場設営、まち歩きガイドの養成、市内に残る史跡の案内板の設置、塩竈と京都の繋がりを紹介する

フォーラム等、塩竈市や東北学院大学、市内の公益・市民団体・企業と協働・連携して実施しました。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寛政 5 年、大シケに遭い漂流した若宮丸の乗組員、幾多の困難を乗り越え鎖国時代の日本に帰国した寒風沢

出身の津太夫・左平の偉業を称え、津太夫の生家跡に顕彰碑の設置、供養祭、島内島巡り、記念講演会を開催

し、除幕式には 80 名の方が、記念講演会には遥々、青森や石川県から来塩され約 140 名の方の皆さんに参加

いただきました。開催にあたっては、市民や企業の方からの協賛金を頂き、また石巻千石船の会や石巻若宮丸

漂流民の会の皆様のご協力により開催しました。 

顕彰碑除幕式（浦戸寒風沢・津太夫生家跡） 記念講演会(マリンゲート塩釜) 

 
亀井邸の魅力を伝える見学会を開催 愛着を育むお掃除会の開催 活用方策を探る車座会議の開催 

津太夫・佐平供養祭（寒風沢松林寺） 

まち歩きガイド養成講座 

塩竈神社裏坂に設置した案内板 

亀井邸 会場設営1 亀井邸 会場設営2 

亀井邸 会場設営3 

まち歩きガイド養成講座(現場実習) 
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○ 平成１９年３月３１日 「観光案内板除幕式」と「ボランティアガイド初披露」 

市内４箇所に設置した観光案内板の除幕式とボランティアガイドの初披露として市内まち歩き会を開

催しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「みちのくと京都～塩竈を結ぶ遥かな

る繋がり～」シンポジウム開催 
市民交流事業１ 

(ゴスペルコンサート) 
七曲坂下の案内板 

亀井邸整備前 亀井邸整備後 市民交流事業２ 

（正月2日に実施したプチカフェ）

平成18年9月5 日河北新報掲載記事 平成18年9月13日毎日新聞掲載記事 平成19年2月20日河北新報掲載記事 

御釜神社境内地内で「案内板除幕式」を開催 
（志波彦神社・鹽竈神社様から感謝状が授与されました。） 

七曲坂下の「しるべの石」を案内 
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 ○平成１９年３月３１日 市民交流事業「塩竈田楽寄席」を亀井邸をで開催 
   楽しいシニア塾主催、ＮＰＯみなとしほがま共催、東北学院大学落語研究会の皆さんのご協力を得て、

全国都市再生モデル調査で試みた「市民交流事業」を継続開催しました。当日は、会場が満杯となる約８０

名の方々が参加し、塩竈で作られた醤油を用いた玉コンや豆腐、味噌、お菓子を味わいながら楽しいひとと

きを過ごして頂きました。また、「塩竈の歴史ビデオ」を初放映し、東北で一番長い歴史が語れる塩竈の奥

深さを感じて頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○平成１９年６月１７日 「まち歩きガイド研修」を実施 

志波彦神社・塩竈神社の近藤総務課長、並びに小川塩竈高校教諭を講師にお迎えし、神社境内地の各所や

天然記念物である塩竈桜などについて、詳しい解説をいただき、来塩する観光客に塩竈の魅力をお伝えす

る研修会を開催しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ○平成１９年５月～ 「観光ボランティアガイド」を開始 
   ９月から毎週土・日曜日の午前１０時から１２時まで、志波彦神社・塩竈神社の見所を無料でご紹介す

る観光ボランティアガイドを行っています。また、各団体や旅行会社からの依頼を受けて、随時、市内ま

ち歩きガイドを実施しています。 
また、「しおがまさまの月あかり」（１０月１８日～２０日開催・塩釜青年四団体連絡協議会主催）に、

併せて実施した「宵茶屋亀井邸」（企画運営・塩竈どうしたいかい）、で約４５０名の来館者の皆さんに、『海

商の館・亀井邸』や塩竈の魅力をご紹介するボランティアガイドを実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「塩竈田楽寄席」開催状況 塩竈の歴史ビデオを初披露 参加したボランティアスタッフの皆さん 

 

近藤総務課長・小川教諭より説明を受けるまち歩きガイド 
研修に参加したメンバー 

 

塩竈神社で観光客をご案内 御釜神社境内地にある牛石・藤鞭社 
をご案内（５月３日） 

「宵茶屋亀井邸」で来館者に亀井邸

の魅力をご紹介（１０月２０日） 



  (活動概要）NPO みなとしほがま 

 



  (活動概要）NPO みなとしほがま 

 



  (活動概要）NPO みなとしほがま 

 

 


